
 大会第1日 〔 5月18日（日）〕 10:00～11:30 一般口頭発表 

 A 会場   

気候システムI 

 座長 ： 栗原 和夫（気象研） 

A101 栗原 和夫（気象研） 雲解像領域大気モデルの高解像度化と温暖化による極端現象の変化予測 
A102 中野 満寿男（AESTO）  水平解像度5km非静力学モデルによる領域温暖化予測実験：完全境界実験

による精度評価 

A103 金田 幸恵（AESTO/気象研） 水平解像度5km/1km非静力学モデルによる領域温暖化予測実験予備実

験：大雨事例の抽出と5km/1km-NHMの結果の比較 

A104 大泉 三津夫（気象研） NHM地域気候モデルの降積雪特性 
A105 足立 幸穂（筑波大院生命環境） 2070年代における首都圏の夏の気温予測の試み 
A106 吉兼 隆生（FRCGC） 領域気候モデルを用いた温暖化による大規模循環場の変動特性調査 
A107 川瀬 宏明（FRCGC） 疑似気候再現/疑似温暖化手法を用いた中国揚子江流域における過去の降水変

動の再現とその将来予測 

A108 原 政之（FRCGC） 疑似温暖化手法を用いた温暖化の冬期降水への影響の評価 
A109 吉兼 隆生（FRCGC） 疑似温暖化手法を用いた地球温暖化による冬季河川流量の影響評価 



 大会第1日 〔 5月18日（日）〕 10:00～11:30 一般口頭発表 

 B 会場   

気象予報 

 座長 ： 酒井 亮太（気象庁数値予報） 

B101 岩村 公太（気象庁数値予報） 気象庁全球数値予報モデルの高解像度化 
B102 酒井 亮太（気象庁数値予報） 気象庁週間アンサンブル予報システムの高度化 
B103 米原 仁（予報部数値予報課） 確率的物理過程強制法によるモデルアンサンブルの開発 
B104 近藤 圭一（筑波大院生命環境） 順圧大気大循環モデルを用いたEKFとEnKFの比較実験 その2 
B105 小山 博司（北大院環境） アンサンブル予報におけるモデル誤差の影響 －EnKFを用いて－ 
B106 三好 建正（気象庁数値予報） アンサンブルカルマンフィルタの誤差共分散膨張法の比較 
B107 斉藤 和雄（気象研） WWRP北京オリンピック2008予報実証/研究開発プロジェクト（その３ 2008年

本実験に向けて） 

B108 國井 勝（気象研） WWRP北京オリンピック2008予報実証/研究開発プロジェクト（メソ解析の適用

と降水同化） 

B109 中村 誠臣（気象研） 解像度を変えたNHMによる夏季関東域での再現実験．その２ 



 大会第1日 〔 5月18日（日）〕 10:00～11:30 一般口頭発表 

 C 会場   

微量気体 

 座長 ： 内野 修（環境研） 

C101 村山 昌平（産総研） 飛騨高山サイトにおける大気中ラドン濃度の連続観測 
C102 近藤 裕昭（産総研） 気象研タワー観測におけるRn, CO, CO2濃度日変化の数値シミュレーション 

C103 石戸谷 重之（東北大院理） 仙台市青葉山、スバルバール諸島ニーオールスン、および南極昭和基地

における大気中酸素濃度の変動から見積もられた全球炭素収支 

C104 町田 敏暢（環境研） 民間航空機で観測されたCO2濃度の高度別季節変動 
C105 澤 庸介（気象研） 定期旅客便CO2観測により推察された対流圏から下部成層圏への輸送経路 
C106 水田 亮（AESTO） パッシブトレーサーを用いた20km全球モデルでの中緯度対流圏界面物質交換 
C107 内野 修（地球環境研究センター） 温室効果ガス観測技術衛星（GOSAT）の検証計画 



 大会第1日 〔 5月18日（日）〕 10:00～11:30 一般口頭発表 

 D 会場   

大気力学I 

 座長 ： 松枝 未遠（AESTO/気象研） 

D101 佐藤 正樹（東大気候システム） 放射対流平衡問題における雲面積の雲物理依存性 
D102 杉山 昌広（東大IR3S） ウォーム・プール上の水蒸気モード 
D103 内藤 成規（Weather and Marine） GMSによる対流圏準2年変動の解析 
D104 土屋 主税（東大院理） 長期地上気象観測データに基づく広帯域スペクトルの普遍性 
D105 前島 康光（東大海洋研） 前線不安定によるメソスケール擾乱の非線形発展 - 成分波間の相互作

用について- 

D106 風本 圭佑（京大院理） 初冬におけるブロッキングと成層圏突然昇温との関連に関する解析 
D107 松枝 未遠（AESTO/気象研究所） 全球大気モデルによるブロッキング現象の再現性・解像度依存性

および将来変化 

D108 田中 博（筑波大計算科学） 大気長周期変動に見られるPNAパターンの力学的成因に関する解析的お

よび理論的研究 

D109 森 正人（北大院地球環境） 強制された順圧応答におけるStationary Nonlinearityの役割 －PNAの理解

に向けて－ 



 大会第1日 〔 5月18日（日）〕 13:30～17:00 専門分科会 

 B 会場   

｢衛星による降水観測：TRMM 10周年を迎えて｣ 

 座長 ： 高橋 暢宏（NICT） 

*B151 沖 理子（JAXA） 熱帯降雨観測衛星（TRMM）の概要と10年間の成果 
B152 佐藤 晋介（NICT） 東南アジアにおける衛星による陸上降雨量の推定精度 
B153 彦坂 健太（東大気候システム） TRMM衛星データを用いた梅雨期における降雨特性の統計的解析 
B154 増永 浩彦（名大地球水循環） TRMMおよびCloudSat衛星データを用いた全球雲解像モデル検証 
B155 永戸 久喜（気象研） 衛星搭載マイクロ波放射計による降水リモートセンシングへの適用に向けた雲

解像モデルの降水粒子予測特性の検証と改善の検討 

*B156 清水 収司（JAXA/EORC） TRMM軌道高度変更による降水強度推定への影響評価 
B157 中澤 哲夫（気象研） TRMM降水変動 高度変更の影響か年々変動か？ 
B158 古澤 文江（HyARC） TRMM PRの降水推定に基づく降水特性の年々変動 
B159 森本 健志（阪大院工） TRMM LIS/PR による雷嵐および降雨観測で得られた知見 

 
 座長 ： 沖 理子（JAXA/EORC） 

*B160 牛尾 知雄（阪大院工） カルマンフィルタを用いた衛星搭載マイクロ波放射計及び赤外放射計データ

による高分解能全球降水マップ（GSMaP_MVK）の作成と評価 

B161 青梨 和正（気象研） マイクロ波放射計散乱シグナルからの降水強度リトリーバル：現状と改良の方

向性について 

B162 重 尚一（大阪府大院工） TRMM PR データからの潜熱加熱プロファイルのスペクトル推定法：公開

β版の現状と今後の課題 

B163 高薮 縁（東大気候システム） TRMM SLHβ版データによる潜熱加熱分布解析 
*B164 古津 年章（島根大総理工） TRMM降雨レーダによる地球規模の雨滴粒径分布マッピング 

B165 高橋 暢宏（NICT） 降雨の非一様性によるTRMM/PRの降水過小評価の可能性について 
B166 瀬戸 心太（東大生産研） TMI陸上降雨強度推定アルゴリズムの比較評価―低周波数観測の役割に着

目して― 

B167 古澤 文江（HyARC） TRMM観測と長期再解析JRA-25データによる無降水域の地表面射出率の特性 
B168 木島 梨沙子（京大防災研） TRMM/TMIによる低頻度衛星観測情報を用いた時間相関長さのグローバ

ル推定 

 

※*の講演は持ち時間15分，その他の講演の持ち時間は10分です． 

 



 大会第1日 〔 5月18日（日）〕 13:30～17:00 専門分科会 

 C 会場   

｢大気リモートセンシングデータ解析技術における工夫｣ 

 座長 ： 今須 良一（東大気候システム） 

C151 齋藤 尚子（東大気候システム） MAP法リトリーバルによるCO2濃度推定精度向上のための工夫 -チ
ャンネル選択とリトリーバル値のa prioriへの依存性の考察- 

C152 青木 忠生（環境研） Optimization of GOSAT Atmospheric VMR Profile Retrieval: Solving a Non-Linear 
Inverse Problem with Empirical Orthogonal Functions 

C153 吉田 幸生（環境研） GOSAT TANSO-FTS-SWIR BBM による模擬観測実験~ 短波長赤外域の地表面

散乱光観測による二酸化炭素気柱量の導出 ~ 

C154 太田 芳文（環境研） Discrete-Ordinate/Adding 法による偏光放射伝達計算モデルの開発 

 
 座長 ： 杉本 伸夫（環境研） 

C155 青木 一真（富山大院理工） 太陽放射観測による光学的特性の現状と今後 
C156 長澤 親生（首都大システムデザイン） 1.6μm DIALによるCO2垂直分布観測 
C157 石井 昌憲（NICT） CO2濃度計測用コヒーレント差分吸収ライダーの開発と展望 
C158 平野 嘉仁（三菱電機 情報総研） 衛星搭載CO2モニタ用1.6μm帯ＣＷ変調ＤＩＡＬに関する検討 

 

 座長 ： 笠井 康子（NICT） 

C159 大山 博史（神戸大院自然） つくば高分解能FTSで観測された1.6μm帯CO2吸収スペクトルの解析: フ
ラウンホーファー線の処理および装置関数の決定方法 

C160 長浜 智生（名大STE研） 名大STE研母子里・陸別FTIRによる成層圏・対流圏微量分子のモニタリン

グ観測 

C161 笠井 康子（NICT） アラスカ州ポーカーフラットに設置したFTIRによる温暖化物質／汚染物質の観

測 

C162 植松 明久（NICT） 衛星搭載雲レーダによる雲・降水のドップラー速度観測 
C163 堀之内 武（京大生存研） COSMIC GPS掩蔽データからのSwathデータの作成と初期結果 

 

総合討論 

 

※各講演の持ち時間は15分です． 

 



 大会第1日 〔 5月18日（日）〕 13:30～17:00 専門分科会 

 D 会場   

｢季節予報を定量的に利用する｣ 

 座長 ： 大西 道隆（大阪ガス） 

D151 藤井 聡（気象予報士会） １か月予報利活用への模索 
D152 中山 秀晃（気象予報士会） 国内旅行における一ヶ月予報及び週間予報の利活用について 
D153 井上 葉子（気象予報士会） 季節予報と環境家計簿 

 
 座長 ： 登内 道彦（気象業務支援センター） 

D154 仲江川 敏之（気象研） 早明浦ダム流域における渇水対策のための季節予報の利用可能性 
D155 若浦 雅嗣（（株）アークエンジン） ベイズの定理を用いた予報信頼性評価について 
D156 伊藤 明（気象庁気候情報） 定量的利用を想定した１か月予報の評価 

 

総合討論 

座長 ：渡辺 典昭（気象庁気候情報） 
 

※各講演の持ち時間は20分です． 

 



 大会第2日 〔 5月19日（月）〕 9:30～11:30 一般口頭発表 

 A 会場   

気候システムII 

 座長 ： 楠 昌司（気象研） 

A201 児嶋 恵（東大気候システム） 植生フィードバックを含む大規模山岳効果によるモンスーンへの影響 

A202 馬淵 和雄（気象研） アジア域熱帯林減少の地域的な水・炭素収支への影響に関する新たな数値実験

について 

A203 野田 暁（FRCGC） 全球非静力学モデルNICAMにおける下層雲の振舞い -2004年6月～8月のケース- 

A204 千喜良 稔（FRCGC） エントレインメント率が環境場に依存する積雲対流スキームの開発その２：

ＧＣＭ実験 

A205 渡部 雅浩（東大気候システム） MIROCとCReSSを用いたマルチスケールモデリング（1） 
A206 荒川 隆（RIST） ２１世紀気候変動予測革新プログラムにおけるカップラー開発 
A207 楠 昌司（気象研） 20km格子全球大気モデルによる地球温暖化時の梅雨変化予測 
A208 村上 裕之（AESTO/気象研） 20km格子全球大気モデルによる地球温暖化時の熱帯低気圧の構造変化 

A209 上口 賢治（気象研） 日降水諸統計量の水平解像度依存性について 
A210 森 厚（桜美林大） 中学校教科書にみる温室効果の記述について 
A211 槌田 敦 CO2温暖化説は間違っている（2） [OHP使用予定］ 



 大会第2日 〔 5月19日（月）〕 9:30～11:30 一般口頭発表 

 B 会場   

降水システムI 

 座長 ： 山内 洋（気象研） 

B201 加藤 輝之（気象研） 2006年11月7日に発生した北海道佐呂間竜巻の雲解像モデルによる再現 
B202 益子 渉（気象研） 2006年台風第13号に伴う竜巻の数値シミュレーション－ミニスーパーセルに伴う

竜巻の発生機構－ 
B203 佐々 浩司（高知大理） スーパーセル竜巻の模擬実験 
B204 小林 文明（防大地球） 2007年5月31日東京湾で発生した竜巻のライフサイクル 
B205 楠 研一（気象研） 庄内平野に突風をもたらした気象じょう乱－事例解析080108（序報）－ 

B206 猪上 華子（気象研） 庄内平野に突風をもたらした気象じょう乱-2007年12月2日にXバンドドップラ

ーレーダーで観測されたmisocycloneの特徴- 

B207 鈴木 博人（JR東日本研究開発センター防災研究所） 気象レーダの観測値を用いた冬期の寒冷前線に

伴う突風の予測について 

B208 山内 洋（気象研） 2008 年1 月1 日羽田空港周辺で発生したドライ・ダウンバースト 
B209 佐々木 啓壮（気象大） デュアルドップラーレーダーデータによる2007年4月28日の寒冷低気圧に伴

う降水帯の運動学的構造の解析 

B210 用貝 敏郎（気象庁予報） 2006年７月18日から24日にかけて九州中・南部で発生した記録的豪雨その

３－ 鹿児島／市来のウィンドプロファイラ（WPR）で観測された下層ジェット（LLJ）と豪雨との

関係 － 

B211 天野 智裕（名大地球水循環） 南西諸島で観測された梅雨前線に斜交する降水セル列の構造 
B212 田中 創（日本気象協会） WRF-3DVARを用いたGPS可降水量の連続同化実験 
B213 川畑 拓矢（気象研） NHM-4DVARによる首都圏豪雨データ同化実験 



 大会第2日 〔 5月19日（月）〕 9:30～11:30 一般口頭発表 

 C 会場   

エアロゾル 

 座長 ： 竹村 俊彦（九大応力研） 

C201 青木 輝夫（気象研） 札幌における4冬期間の積雪中OC、EC、ダスト濃度変動 
C202 張 代州（熊本県立大環境共生） 都市大気中のスス粒子に付着した揮発性物質 
C203 大島 長（東大院理） ブラックカーボンの混合状態の変化とそのエアロゾル光学特性・雲凝結核特性

への影響 ―エアロゾルの混合状態を表現した新しいモデルの開発― 

C204 西田 千春（名大院環境） 乗鞍岳において観測された新粒子生成イベント 
C205 長田 和雄（名大院環境） 立山山域におけるダスト・イオン成分の標高別沈着量 
C206 上田 紗也子（名大院環境） 水透析法を用いた個別粒子解析による雲粒間エアロゾル粒子の混合状態 

C207 直江 寛明（気象研） 気液平衡を仮定した液相化学反応モデルの開発 
C208 梶野 瑞王（東大先端研） 領域規模エアロゾル化学輸送モデルの開発と評価 
C209 松井 仁志（東大院理） 3次元モデルを用いた北京周辺域のエアロゾルの変動過程に関する研究 
C210 五藤 大輔（東大気候システム） GCMと地上・衛星観測を用いた海洋上清浄大気におけるエアロゾ

ルの特性の考察 

C211 弓本 桂也（九大応力研） アンサンブルカルマンフィルタの全球エアロゾル輸送モデルへの導入 
C212 竹村 俊彦（九大応力研） 最終氷期極大期におけるエアロゾルの分布および気候影響に関するシミュ

レーション 



 大会第2日 〔 5月19日（月）〕 9:30～11:30 一般口頭発表 

 D 会場   

大気力学ＩＩ 

 座長 ： 山本 勝（九大応力研） 

D201 小郷原 一智（京大院理） 火星primitive modelにおけるCO2凝結過程が風速分布に与える影響 
D202 高橋 芳幸（神戸大院理） 火星大気大循環モデルで表現されるダスト巻き上げ量の解像度依存性 
D203 高木 征弘（東大院理） 灰色大気モデルを用いた金星大気鉛直温度分布の数値計算 
D204 城戸 敦誉（九大院総理工） 3 次元加熱を与えた際の金星大気大循環における多重平衡解 
D205 山本 勝（九大応力研） 地球型惑星の中層大気における超回転と逆回転について 
D206 松島 和宏（東海大地環） 半球規模回転水槽実験における西進シグナルの有意性 
D207 横嶋 悟（東海大物理） 閉ループ内熱対流数値実験 ～ＦＤＭとＦＥＭを用いて～ 
D208 齊藤 直彬（京大院理） 水平シア流中の熱対流からの波パターンについての考察 
D209 檜尾 守昭（気象大） 飽和大気の力学理論に関する一手法 
D210 井上 誠（東大気候システム） 北半球秋季における成層圏QBOと対流圏循環との関係 
D211 小寺 邦彦（名大院・環境） 上部成層圏でのプラネタリー波の反射とその対流圏への影響：2007年3

月の突然昇温時の事例 
D212 堀之内 武（京大生存研） COSMIC GPS掩蔽データによる大気重力波の鉛直断面の解析 



 大会第3日 〔 5月20日（火）〕 9:30～11:30 一般口頭発表 

 A 会場   

気候システムIII 

 座長 ： 遊馬 芳雄（琉球大理） 

A301 遊馬 芳雄（琉球大理） 東シベリアNo.31氷河周辺の水蒸気収支解析 
A302 遊馬 芳雄（琉球大理） QuikScat海上風データから見たカムチャッカ半島東岸沿いの強風帯 
A303 齋藤 冬樹（FRCGC, JAMSTEC） グリーンランド氷床の数値実験における縁辺部の数値スキームの

改良の効果 

A304 本吉 弘岐（総研大） MODISデータによる東南極氷床域における積雪粒径の抽出 
A305 朽木 勝幸（気象研） 南極域のリモートセンシングに対するサスツルギの効果 
A306 岡田 裕毅（東大気候システム） 氷期間氷期サイクルにおける北半球氷床の氷床-固体地球相互作用

に関する研究 
A307 松尾 勇気（東大気候システム） 2次元氷床力学モデルを用いた氷床システム内在不安定性の検証 

A308 吉森 正和（東大気候システム） 二酸化炭素倍増実験と最終氷期極大期実験における気候フィードバ

ック解析 

A309 倉橋 貴純（FRCGC） 海洋の物理的変化が及ぼす大気二酸化炭素濃度への影響：氷期－間氷期サイ

クル 

A310 中塚 武（北大低温研） 屋久杉年輪の酸素・炭素同位体比に記録された過去300年間の水循環プロセ

スの変化 

A311 栗田 直幸（IORGC） アジアモンスーン域の降水の同位体分布と水循環の関係 
A312 山下 陽介（東大気候システム） 太陽活動、QBOの位相に関連した北極域の変動、鉛直構造 
A313 黒田 友二（気象研） 太陽活動の北大西洋振動変調に及ぼすオゾンの役割 



 大会第3日 〔 5月20日（火）〕 9:30～11:30 一般口頭発表 

 B 会場   

降水システムII 

 座長 ： 山口 宗彦（気象庁数値予報） 

B301 北畠 尚子（気象研） 週間アンサンブル予報における台風進路に対する環境場の影響 
B302 小森 拓也（気象庁数値予報） 台風予報特性に対する気象庁全球数値予報モデル高解像度化のインパ

クト 

B303 松枝 未遠（AESTO/気象研究所） CMC/ECMWF/JMA/NCEP/UKMO現業アンサンブル予報値を用いた

マルチセンターグランドアンサンブルの構築とその精度評価 

B304 山口 宗彦（気象庁 数値予報） 気象庁台風アンサンブル予報システム 
B305 山口 宗彦（気象庁 数値予報） T-PARCにおける台風機動観測と感度解析 
B306 別所 康太郎（気象研） ８年間の散乱計観測による台風域内の海上風分布の統計解析 
B307 大内 和良（FRCGC） 全球雲解像モデルNICAMにおけるMJOサイクル、スーパークラスターおよび

台風の発生 －2004年6~8月のケース（序報）－ 

B308 山岬 正紀（FRCGC） メソ対流解像モデル－非静力学モデル版－の開発と数値実験 
B309 山岬 正紀（FRCGC） バンド状対流系に対する西風の鉛直シアーと潜在不安定の南北非対称の効果 

B310 杉本 志織（筑波大院生命環境） 夏季モンスーン期にチベット高原上で発生するメソ対流系に関する

解析 

B311 上野 健一（筑波大院生命環境） チベット高原中央部で発生する夜雨の要因 
B312 柳野 健（MRI） 渡良瀬川の流出解析におけるダム調節効果について 



 大会第3日 〔 5月20日（火）〕 9:30～11:30 一般口頭発表 

 C 会場   

観測手法 

 座長 ： 岡本 創（東北大院理） 

C301 門倉 克矩（Radiometrics） 第３世代 マイクロ波放射計の開発 
C302 古本 淳一（京大生存研） 周波数領域干渉計映像法を用いたRASS 観測による高鉛直分解能気温観測 

C303 大東 雄二（三菱電機特機システム） FMCW型Ka-bandレーダの開発 
C304 妻鹿 友昭（阪大院工） Ku帯広帯域レーダを用いた降雨の偏波観測 
C305 山田 芳則（気象大） ハイブリッド法によるドップラー速度データの品質管理 
C306 山田 芳則（気象大） MUSCAT 法による風の場の再現特性 
C307 岩渕 弘信（FRCGC） 光学観測のための放射伝達モデルJACOSPAR 
C308 増田 一彦（気象研） 能動・受動センサの複合利用による降水域での氷晶雲の特徴抽出 
C309 佐藤 可織（東北大院理） CloudSatデータを用いた雲微物理特性の解析及びその抽出精度の検証 
C310 萩原 雄一朗（東北大院理） CloudSat/CALIPSO/MODISの複合利用による下層雲の物理特性の研究 
C311 岡本 創（東北大理） CloudSAT/CALIPSOによる氷粒子微物理特性の解析 
C312 大野 裕一（NICT） CloudSat雲レーダのSPIDER観測による検証（3） 
C313 清水 厚（環境研） 航空機搭載・人工衛星搭載・地上ネットワークライダーによるエアロゾル３次元

構造の同期観測 



 大会第3日 〔 5月20日（火）〕 9:30～11:30 一般口頭発表 

 D 会場   

大気境界層I 

 座長 ： 竹見 哲也（京大防災研） 

D301 川島 茂人（京大院農） チベット高原における冬期気温のトランゼクト解析 
D302 澤 理紗（京大院農） チベット高原における山地斜面降水量のトランゼクト解析 
D303 甲斐 憲次（名大院環境） 風伝おろし発生機構に関する観測的研究 
D304 大西 将徳（京大院人間環境） 海陸風のレジームシフトと線形解析－海陸風と慣性周期の関係－ 
D305 竹見 哲也（京大防災研） 高分解能標高データを用いた局所風の数値シミュレーション 
D306 山田 哲司（YSA） 風洞、建物、地形スケールの気流・拡散シミュレーションモデル 
D307 山下 和也（北大院 環境科学） 大気境界層に普遍的に存在するストリーク構造の特性 
D308 岩井 宏徳（NICT） 海風層中に観測された水平ロール渦とストリーク 
D309 楠 研一（気象研） 空港気象ドップラーレーダーを用いた非降水エコー出現特性の調査（序報） 
D310 稲垣 厚至（東工大） 接地境界層スケールと混合層スケール乱流変動の分離 
D311 瀧本 浩史（東工大院理工） 屋外模型都市におけるPIVを用いた乱流計測 



 大会第4日 〔 5月21日（水）〕 9:30～11:30 一般口頭発表 

 A 会場   

気候システムIV 

 座長 ： 加藤 内蔵進（岡山大教育） 

A401 白山 洋平（気象大） 日本付近における雷活動と気象要素との関係に関する統計解析 
A402 加藤 内藏進（岡山大・教育・理科） 北陸における1987年頃以降の多雪日の減少に関する総観気候学

的研究 

A403 酢谷 真巳（気象大） 温暖化による長期変化傾向を考慮した気温極値解析 
A404 谷貝 勇（気象大） 地球温暖化の影響を受ける4月の北冷西暑について 
A405 藤部 文昭（気象研） 日本における極端豪雨の再現期間の評価 
A406 林 麻利子（京大院理） MJOがPNAパターンの予測可能性に及ぼす影響 

 
 座長 ： 長谷川 寛（気象庁気候情報） 

A407 原田 やよい（気象庁気候情報） 平成18年７月豪雨をもたらした環境場としての循環場の解析（第２

報） 

A408 永野 良紀（日大院地球情報） チベット高気圧の形状と日本の気温との関係－シルクロードパターン

を中心とした1982年および1994年7月の事例解析－ 

A409 長谷川 寛（気象庁気候情報） 2007年夏の特徴の解析～盛夏期の高温の要因など～ 
A410 山根 悠介（京大次世代ユニット） バングラデシュにおけるプレモンスーン期シビアローカルストー

ム発生日の総観場について 

A411 初塚 大輔（名大院環境） バングラデシュにおけるモンスーン降水量の季節内変動と年々変動 
A412 黄 智勇（名大院 環境） Wavelet based fractal analysis of El Nino/La Nina episodes 



 大会第4日 〔 5月21日（水）〕 9:30～11:30 一般口頭発表 

 B 会場   

雲物理 

 座長 ： 青梨 和正（気象研） 

B401 村上 正隆（気象研） 物理的予測因子を用いたシーディング効果判定法の試み－２Dシーディング数

値実験の結果を用いて－ 

B402 橋本 明弘（気象研） 雲シーディングの効果と広域影響評価－３次元雲解像モデルを用いた人工降雪

実験－ 

B403 加藤 輝之（気象研） 暖候期での人工降雨のための有効雲の出現頻度分布調査 - 水平分解能1km雲解

像モデルの結果から - 

B404 山下 克也（気象研） MRI雲生成チェンバーを用いた吸湿性粒子シーディング実験（その2） 
B405 越田 智喜（いであ㈱） 人工降雨によって渇水被害軽減の可能性がある雲の出現状況 
B406 久芳 奈遠美（FRCGC） 暖かい雨に対する凝結核散布の効果に関する数値実験（２） 
B407 中井 専人（防災科研・雪氷） 雪雲上陸時の降水強度変化とその再現性 
B408 佐藤 可織（東北大院理） 多波長ドップラーレーダを用いた降雪／降雨シーンにおける微物理特性抽

出法に関する研究 

B409 青梨 和正（気象研） 非静力雲解像モデル物理量のアンサンブル予報誤差分布と共分散 
B410 牛山 朋来（JAMSTEC/IORGC） パラオで観測された雨滴粒径分布の季節変化 
B411 中島 孝（東海大） 全球雲特性観測から得られる雲成長過程に関する情報について（その２） 

B412 山尾 理恵子（防大地球） 放射霧の成長速度 
B413 一柳 錦平（JAMSTEC） インドネシア・スマトラ島で観測された雲プロセスが降水同位体比に与え

る影響 



 大会第4日 〔 5月21日（水）〕 9:30～11:30 一般口頭発表 

 C 会場   

熱帯大気 

 座長 ： 杉 正人（気象研） 

C401 安永 数明（IORGC） MISMO期間中に観測された3-4日周期の変動 
C402 安永 数明（IORGC） MISMO期間中に観測されたMJOの全球雲解像モデルNICAMによる再現実験 
C403 本山 龍也（気象庁気候情報） 気象庁１か月アンサンブル予報モデルによるMJOに伴う鉛直加熱率と

TRMM、JRA-25との比較 

C404 那須野 智江（FRCGC） 全球非静力学モデルを用いた2006年12月MJO再現実験 第2報 --- 対流の階

層構造と熱帯波動擾乱の役割 --- 

C405 木津 昭一（東北大院理） 海面水温の長期トレンドに伴うマッデン・ジュリアン振動の強度変動 
C406 佐藤 友徳（東大気候システム） 全球雲解像モデルNICAMによる熱帯域の降水日変化と解像度依存

性 

C407 伍 培明（IORGC） The Impact of Orographically-induced Gravity Wave on the Diurnal Cycle of Rainfall over 
Southeast Kalimantan Island 

 
 座長 ： 木津 昭一（東北大院理） 

C408 上野 充（気象研） 数値モデルで得られた台風中心軸の傾斜と気温変化（続報） 
C409 柳瀬 亘（東大気候システム） 全球高解像モデルNICAMによる台風0621号の発生のシミュレーショ

ン 

C410 中野 藤之（阪大院工） 相当温位を用いた台風における雷放電発生条件 
C411 杉 正人（気象研） 高解像度再解析データJRA-25を用いた台風の発生過程の解析 
C412 正木 岳志（京大防災研） JRA-25再解析データに基づくHadley循環の長期変化に関する研究 
C413 大塚 成徳（京大院理） 熱帯対流圏中層に見られる湿潤層状構造の時空間分布に関する数値実験 



 大会第4日 〔 5月21日（水）〕 9:30～11:30 一般口頭発表 

 D 会場   

大気境界層II 

 座長 ：神田 学（東工大院理工） 

D401 大和 広明（首都大都市環境） 首都圏の夏季日中における高温域の形成要因 
D402 高橋 一之（首都大都市環境） 夏季における東京都区部の風系とヒートアイランド現象との関係（第

２報）―ヒートアイランドに伴う静穏域の存在― 

D403 三上 岳彦（首都大） 皇居のクールアイランド効果について（その１）－皇居気象観測の全体像－ 
D404 泉 岳樹（首都大都市環境） 皇居のクールアイランド効果について（その２） ―2006年, 2007年8月

の観測結果― 

D405 岡 暁子（首都大都市環境） 皇居のクールアイランド効果について（その3）－皇居周辺への影響範

囲とにじみ出し― 

D406 三上 岳彦（首都大） 都市内緑地のクールアイランド効果とその規模別評価 

相互作用 

 座長 ：島田 照久（東北大院理） 

D407 山内 明子（伊豆海洋研） 局所的フラクタル次元を用いた層別海水温の変動解析－温度勾配による冬

の寒暖予測法について－ 

D408 三瓶 岳昭（ハワイ大IPRC） 衛星観測データに基づく海上の強風発生頻度の分布 
D409 広瀬 直毅（九大応力研） 日本周辺の冬季気候に対する対馬暖流の影響 
D410 島田 照久（東北大院理 大気海洋センター） 日本海上の冬季季節風の局地的分布 
D411 小田 僚子（東工大院理工） 東京湾における海表面温度および海上気温変動の実態 



 大会第4日 〔 5月21日（水）〕 13:30～17:00 専門分科会 

 A 会場   

｢南極大型大気レーダーを軸とした極域大気研究の可能性｣ 

 座長 ： 佐藤 薫（東大院理） 

A451 佐藤 薫（東大院理） 南極昭和基地大型大気レーダー計画 Program of the Antarctic Syowa MST/IS Radar
（PANSY） 

*A452 里村 雄彦（京大院理） カタバ風ジャンプに関する数値実験（2） 
*A453 藤吉 康志（北大低温研） ドップラーライダーを用いた南極の対流圏中・下層大気の観測計画 
*A454 近藤 豊（東大先端研） 南極・北極域へのエアロゾルの輸送 
*A455 神沢 博（名大院環境） 南極昭和基地大型大気レーダー（PANSY） に期待される大気力学の観測 

A456 舘野 聡（東大院理） 高解像度気候モデルを用いた中層大気の大気重力波の研究 
A457 岡本 功太（東大院理） 自発的調節課程による重力波発生源の研究 

 
 座長 ： 冨川 喜弘（極地研） 

A458 山内 恭（極地研） 極域における成層圏ー対流圏交換の諸相 
*A459 秋吉 英治（環境研） 化学気候モデルを用いた極域大気の研究 

A460 中島 英彰（環境研） PSC and Ozone Observations at Syowa Station, Antarctica during 2007 Winter 
A461 冨川 喜弘（極地研） オゾン層状構造と南極オゾンホール内への質量輸送Ⅱ 
A462 木下 武也（東大院理） 3次元残差循環を用いた物質輸送の研究 

*A463 廣岡 俊彦（九大院理） 成層圏突然昇温に伴う子午面循環について（II） 

 
 座長 ： 堤 雅基（極地研） 

*A464 菅原 敏（宮城教育大） 極域成層圏大気の微量成分観測と大気の平均年代 
A465 宮崎 和幸（FRCGC） 南半球極渦周辺の平均鉛直運動 
A466 渡辺 真吾（FRCGC） T213L256中層大気大循環モデルを用いた冬季高緯度中間圏4日波の研究 

*A467 中村 卓司（京大生存研） 大型ＶＨＦレーダーによる極域中間圏観測 

 

総合討論 

座長 ： 佐藤 薫（東大院理） 

 

※*の講演は招待講演で持ち時間13分，その他の講演の持ち時間は10分です． 

 



 大会第4日 〔 5月21日（水）〕 13:30～17:00 専門分科会 

 B 会場   

｢CMIP3マルチ気候モデルにおける大気海洋諸現象の再現性比較｣ 

 座長 ： 高薮 縁（東大気候システム） 

B451 鬼頭 昭雄（気象研） WCRP CMIP3マルチモデルデータによる地上気温の年々変動と日々変動の将来

変化 

B452 小坂 洋介（東大院理） CMIP3 モデルにおける夏季東アジア循環変動の再現性 
B453 堀 正岳（名大院環境） 地球温暖化時における冬季東アジアモンスーンの変調～CMIP3  マルチモ

デルアンサンブルを用いて～ 

B454 井上 知栄（筑波大院生命環境） CMIP3マルチ気候モデルにおけるアジアモンスーンの再現性比較 

B455 横井 覚（東大気候システム） 西太平洋域における台風発生数のマルチモデル比較 
B456 鈴木 恒明（FRCGC） 熱帯収束帯のマルチモデル比較（第１報） 
B457 佐藤 尚毅（IORGC） IPCC AR4気候モデルで再現されたMJOの構造 
B458 清木 亜矢子（IORGC） IPCC AR4モデルにおける西風バースト発生状況とENSOとの関係 

 
 座長 ： 中村 尚（東大院理） 

B459 對馬 洋子（JAMSTEC FRCGC） 季節変化における雲の放射フィードバックに関するモデル相互比較 

B460 市川 裕樹（名大院環境） CMIP3マルチモデルにおける熱帯大規模上昇流域での降雨・上層雲の再現

性 

B461 新村 周平（名大院環境） 降水観測データによる気候モデル降水量の再現性の評価（その2） 
B462 二宮 洸三（FRCGC） 梅雨前線帯および北太平洋亜熱帯高気圧周辺の6月降水分布に関するモデル相

互比較 [OHP使用予定］ 

B463 楠 昌司（気象研） CMIP3大気海洋結合モデルによる梅雨期の降水強度の再現性 
B464 尾瀬 智昭（気象研） エルニーニョに伴う西太平洋降水変動のCMIP3モデルによる再現性 
B465 安田 珠幾（気象研） WCRP CMIP3マルチモデルデータにおける熱帯太平洋表層貯熱量変動とENSO

の関係 

B466 大島 和裕（北大地球環境） CMIP3における北太平洋１０年規模変動の再現性 
B467 行本 誠史（気象研） CMIP3モデルにおける北半球環状モード（NAM）の再現性 

 

※各講演の持ち時間は12分です． 

 



 大会第4日 〔 5月21日（水）〕 13:30～17:00 専門分科会 

 C 会場   

｢広域スケールの陸域生物圏研究に関する最新の動向｣ 

 座長 ： 馬淵 和雄（気象研） 

*C451 大谷 義一（森林総研） 陸域生態系の炭素収支観測の現状と課題 
C452 吉田 龍平（東北大院理） Penman-Monteith式を用いた森林からの蒸散量を規定する要因に関する研

究 

C453 鈴木 和良（IORGC） 北海道北部の多雪森林地域における領域スケールの積雪分布と水・熱収支 
C454 吉野 純（岐阜大院工） SATECOモデルによる大八賀川流域の高解像度水・熱・炭素収支評価 
C455 佐藤 永（FRCGC） 動的全球植生モデルSEIBによる、東シベリアの植生・炭素・水循環の再現と予

測 

 

 座長 ： 伊藤 昭彦（環境研/FRCGC） 

*C456 市井 和仁（福島大 共生システム理工） 地上観測・衛星データを利用した陸域生物圏モデル向上へ

の試み 

C457 小林 秀樹（FRCGC） グローバルLAIデータセット作成の現状とその相互比較 
C458 伊藤 彰記（FRCGC） 気温上昇に伴うオゾン濃度変化の全球化学輸送モデル解析：大気化学、植物

起源発生量、および有機硝酸塩の果たす役割 

C459 大石 龍太（東大気候システム） 大気大循環モデルの陸面スキームにおける葉面積指数予報の試み 

 

総合討論 

コメンテーター ：渡辺 力（北大低温研） 

 

※*の講演は特別講演で持ち時間20分，その他の講演の持ち時間は15分です． 



 大会第4日 〔 5月21日（水）〕 13:30～17:00 専門分科会 

 D 会場   

｢持続可能で安全な都市環境への気象研究の役割｣ 

 座長 ： 亀卦川 幸浩（明星大） 

D451 森山 正和（神戸大学） 現存気候と潜在自然気候との比較による都市ヒートアイランド解析 
D452 持田 灯（東北大院工） ヒートアイランドと都市空間の換気・通風-風工学の立場から- 
D453 玄地 裕（産総研） ヒートアイランド現象によりもたらされる環境影響の定量化 
D454 足永 靖信（建築研） 都市再生とヒートアイランド対策 
D455 岩男 弘毅（産総研） 全球都市分布データの現状とGEO Gridを活用した全球都市分布データ作成 

 
 座長 ： 森脇 亮（愛媛大） 

D456 菅原 広史（防衛大地球海洋） 都市キャノピーの熱輸送パラメータ 
D457 日下 博幸（筑波大計算科学） 地球温暖化時のヒートアイランド（猛暑）予測研究と都市降水シミュ

レーション研究の現状と課題 

D458 須田 一人（気象庁気候情報） 気象庁におけるヒートアイランド監視業務（都市気候モデルによる解

析を中心にして） 

D459 一ノ瀬 俊明（国環研/名大） 日本の都市気候・都市熱環境研究のアジア・世界への貢献 
D460 神田 学（東工大） 横断研究領域としての都市気象とIAUCの動向 

 

総合討論 

座長 ：近藤 裕昭（産総研） 

 

※講演は全て招待講演で，各講演の持ち時間は16分です． 

 



大会第1日 〔 5月18日（日）〕 11:30～12:30 ポスター・セッション 
［ キーワード：降水システム・大気境界層・気象予報・観測手法・ 

気候システム・環境気象・熱帯大気・気象教育 他 ］ 

P101 小松 麻美（気象協会）気象教育教材の開発と実践 その２ ～南極の立体天気図を用いた高校での授

業について～ 

P102 脇水 健次（九大院農）2008年1月17日長崎県北松浦半島沖で実施した液体炭酸を用いた人工降雨実験 

P103 中里 真久（気象研）Xバンド及びKaバンドレーダーを用いたシーディング有効雲の観測 

P104 中川 清隆（立正大地球環境科学）2007年夏季における埼玉県熊谷市街地内外に立地するビル屋上気

温と地上気温の短時間間隔連続観測 

P105 カスティリオ クリスティーナ（東工大院理工）Large Eddy Simulationを用いた都市建物群近傍におけ

る乱流輸送過程の把握 

P106 栗田 進（気象研）都市ビル群の風下領域における境界層の２層構造 

P107 鈴木 靖（気象協会）気温と湿度から算出する熱中症指標の検証 

P108 福岡 義隆（立正大地球環境）電車乗降に伴う急激な温湿度変化に関する研究 

P109 上野 健一（筑波大院生命環境）千葉マリンスタジアム内に特徴的な風系と強風の要因 

P110 橋本 孔佑（（有）気象環境計測）デジタルカメラを使用した野外用PIV装置 

P111 丸山 綾子（東工大院理工）屋外模型都市における内部・外部スケールの乱流構造特性 

P112 渡来 靖（立正大地球環境科学）関東平野中央部における2007 年8 月猛暑の予備的数値実験 

P113 澤田 岳彦（富山大理）北海道の夏季静穏日におけるGPS可降水量の日変化 

P114 根本 由紀子（気象予報士会）東北太平洋側の夏の低温日の特徴 

P115 池上 茉莉花（東北大院理）北海道南西部における地峡風の再現実験 

P116 石井 昌憲（NICT）コヒーレントドップラーライダーによる清川ダシ観測 

P117 片岡 文恵（RESTEC）2004年台風23号による広戸風発生機構の時空間的解析と倒木被害について 

P118 大塚 清敏（大林組技研）2004年台風23号広戸風発生時の津山盆地内の強風被害と風速・乱れの分布

に関する考察 

P119 高橋 靖（防衛大地球海洋）三沢飛行場における層雲の雲底高度について 

P120 奥田 智洋（防衛大地球海洋）霧発生中における視程急変と鉛直風の関係 

P121 佐野 哲也（名大地球水循環）ドップラーレーダーで観測された発達する台風に伴う降水帯の内部構

造 

P122 荒金 匠（東大気候システム）2006年10月台風0616の中心ジャンプ 

P123 星野 俊介（気象研）1987年以降の気象庁とJTWCのドボラック法による台風強度推定の比較 

P124 村上 裕之（AESTO/気象研）60km格子全球大気モデルによる熱帯低気圧の再現性について 

P125 高橋 清利（気象研）JRA-25・JCDAS におけるインド域の夏季降水再現性 

P126 加藤 敦（防災科研）マルチパラメータレーダを用いたナウキャスト（その２） 

P127 岡本 幸三（気象庁数値予報）ハイパースペクトル赤外サウンダAIRSの輝度温度の同化（2）-雲頂高

度推定の改良とCloudSat/CPRによる検証- 

P128 斉藤 和雄（気象研）気象庁非静力学モデルによるダウンスケールアンサンブルとBGM法の開発（そ

の３ 境界値摂動の導入） 

P129 林 修吾（気象研）東南アジア域および日本域におけるNHMとWRFによる予報結果のモデル間相互比

較 

P130 太田 洋一郎（気象大）ハイブリッドσ－θ座標系全球スペクトルモデルの開発と実験 



P131 村田 昭彦（気象研）積雲対流パラメタリゼーションにおける雲量の影響（第二報） 

P132 三上 彩（京大生存研）400MHz帯ウインドプロファイラ・RASSを用いた沖縄亜熱帯域の対流雲の観

測 

P133 山本 恵子（京大院理）ラオスの気象レーダーを用いたビエンチャン近郊の降水特性について- 速 報 
- 

P134 高谷 美正（気象研）2005年5月24日の降雹を伴った嵐の一生 

P135 山下 大地（筑波大）竜巻をもたらす積乱雲の発生環境場に関する統計的研究 

P136 櫻井 渓太（京大院理）日本における竜巻を伴う雷雨の発生環境場とポテンシャル予報に関する研究 
～宮崎県で発生した台風に伴う竜巻の発生環境場～ 

P137 瀬古 弘（気象研）竜巻の発生パラメータのアンサンブル予報実験 

P138 宮崎 忠臣（前工大）北関東における夏季雷雲と雷放電の観測－前橋上空で発生した雷雲の構造変化

－ 

P139 大門 禎広（気象予報士会）雲断面図による雷予報 

P140 鈴木 智幸（空自）冬季スプライトを伴う雷雲と雷放電の多地点観測 

P141 藤吉 康志（北大低温研）オホーツク海沿岸に設置した2台のXバンドドップラーレーダーを用いた海

氷と雪雲の観測（2） 

P142 亀井 秋秀（産総研）スカイラジオメータによるエアロゾル観測と衛星データの比較検証 

P143 石元 裕史（気象研）地上設置型多波長マイクロ波放射計を用いた温度・水蒸気の1D-Varリトリーバ

ル 

P144 足立 アホロ（気象研）ウィンドプロファイラーの低高度の観測特性 

P145 佐藤 晋介（NICT）フェーズドアレイ気象レーダーの概念検討 

P146 山本 真之（京大生存研）MUレーダーとレイリー／ラマンライダーによる中緯度域の巻雲観測 

P147 土屋 拓視（東海大）雲判別における光学センサの性能評価と搭載チャンネルの検討 

P148 石田 春磨（東海大情技セ）衛星観測における雲スクリーニングアルゴリズムの開発 

P149 真野 裕三（気象研）ライダーによる非球形エアロゾル粒径分布の推定 



大会第2日 〔 5月19日（月）〕 11:30～12:30 ポスター・セッション 
［ キーワード：降水システム・大気境界層・気象予報・観測手法・ 
気候システム・環境気象・熱帯大気・大気放射・相互作用 他 ］ 

P201 徐 健青（FRCGC）二種類のパン蒸発計蒸発量からみたチベットYamdrok Yumtso湖流域の熱・水収支

の変化 

P202 萩野谷 成徳（気象研）西チベット改則における長期熱収支観測－地表面での地中熱流量推定－ 

P203 市毛 智（筑波大院生命環境）街区内における気温・顕熱不均質性の時空間変化 

P204 山野 満男（防衛大地球海洋）上空風向の変化に対する都市キャニオン内の気流構造変化 

P205 河合 徹（東工大院理工）植生の影響を考慮した都市域のスタントン数に対する実験式の提案と都市

エネルギー収支モデル（SUMM）の実都市への適用 

P206 日下 博幸（筑波大計算科学）スカイスポーツのための局地気象研究：筑波山フライトエリアで発生

するアーベントテルミックの要因解明 

P207 林 陽生（筑波大学院生命環境）筑波山山頂における風の観測について 

P208 稲村 友彦（都立大理学部）メソ数値気象モデルを用いた関東地方の風系に与える都市の影響に関す

る研究-東京における強雨日を対象にして- 

P209 竹村 雅之（気象予報士会）千葉県内アメダスにおける夏季晴天日の気温日変化の４半世紀の変化 

P210 田村 一卓（東北大院理）局地気象予報システムDS3による仙台空港周辺の海風再現 

P211 東海林 孝幸（豊技大）ジャカルタの都市拡大による局地気象場の変化について 

P212 西川 将典（名大院環境）中国・黄土高原南部における局地循環と積雲発生に関する数値実験 

P213 浜田 崇（長野環保研）ＷＲＦモデルによる長野市裾花川谷口ジェットの予備的数値シミュレーショ

ン 

P214 藤原 忠誠（北大院・環境科学）ドップラーライダーで検出した「つむじ風」の発生環境場と回転方

向 

P215 嶋田 宇大（北大院地球環境）北海道南西沖で発生した前線を伴ったポーラーロウの発達模様 

P216 坂崎 貴俊（北大理）WINDASを用いた下部対流圏の風の日変動の解析 

P217 井上 豊志郎（東大気候システム）ＴＲＭＭとＧＯＥＳ－Ｗを用いた東部熱帯太平洋における深い対

流雲とアンビルの特徴 

P218 可知 美佐子（JAXA/EORC）熱帯降雨観測衛星（TRMM）の画像及びデータのオンライン提供 

P219 加藤 雅也（名大地球水循環）CReSS による台風時における最大瞬間風速の推定 

P220 新藤 永樹（気象研）全球モデルと領域非静力学モデルを用いた台風発生・発達実験 

P221 宮本 佳明（京大防災研）強風下の海面粗度変化を考慮した抵抗式による台風の強度への影響 

P222 鈴木 真一（防災科研）台風 T0416 に伴う高潮の再現実験と温暖化 SST のもとでの数値実験 

P223 小司 禎教（気象研）地上GPS：準リアルタイム解析可降水量の連続同化実験 

P224 下瀬 健一（九大院理）レーダー屈折率と関係した位相変化を用いた地表付近水蒸気場の二次元変分

法解析 

P225 榎本 剛（地球シミュレータ）スペクトル微係数を用いた双3次空間内挿法 

P226 田中 博（筑波大計算科学）気象庁GPVデータを初期値に用いたNICAMの予報精度について 

P227 瀬古 弘（気象研）NHM-LETKFを用いた日本域アンサンブル予報実験 

P228 渡邊 明（福島大理工）地形による降水強化システム 

P229 櫻木 智明（九大院理）九州地方における夏季積乱雲の発達過程 

P230 森 真理子（高層台）2007年8月29日徳島で竜巻を発生させたSevere Stormの事例解析 



P231 中里 真久（気象研）竜巻予測パラメータの統計的検証 

P232 木下 仁（鹿児島地台）2007年10月9日鹿児島県長島町付近に竜巻をもたらした環境場について 

P233 鈴木 修（気象研 衛星・観測）メソサイクロン検出アルゴリズムの改良－レーダーデータ中の渦パタ

ーンの追跡・同定機能の導入－ 

P234 佐藤 英一（札幌管区気象台）2007年10月4日室蘭での海上竜巻について 

P235 吉田 智（阪大院工）冬季雷に見られた低高度の電荷領域 

P236 秋田 学（大阪大院工）雷嵐観測用VHF 波帯広帯域干渉計の開発（5）－冬季雷観測－ 

P237 村田 和隆（大阪大院工）VHF波帯広帯域ディジタル干渉計とC‐バンド二重偏波レーダを用いたダー

ウィンにおける雷嵐活動事例解析 

P238 中村 美紀（京大院人間環境）揚力を利用した翼型係留気球の開発 ―シミュレーション解析による考

察と改善― 

P239 吉川 栄一（阪大院工）気象用Ｋｕ帯広帯域レーダ－２号機の開発と初期観測結果 

P240 篠田 智仁（京大生存研）400MHz帯WPR・RASSを用いた亜熱帯域気温微細構造の定常観測 

P241 古本 淳一（京大生存研）RASS observations of virtual temperature upto UTLS region at Gadanki
（13.5N,79.2E） 

P242 関澤 信也（NICT）雨滴粒径分布観測のためのウィンドプロファイラ校正法 

P243 川村 誠治（NICT）400MHz帯ウィンドプロファイラによる雨滴粒径分布推定の自動化 

P244 斎藤 篤思（気象研）氷晶核測定装置を用いた氷晶核数濃度の測定（その３） 

P245 田尻 拓也（気象研）エーロゾル･雲粒子センサーの非球形粒子検出特性について（その２）MRI雲生

成チャンバー雲物理実験より - 

P246 竹内 延夫（KEM）自動計測ライダーデータと気象庁レーダー観測データとの比較 

P247 吉田 良（東北大院理）ライダ光の偏光解消度と減衰を利用した雲の相識別手法 

P248 三浦 和彦（東京理科大理）富士山周辺の自由空間の気温と山頂の気温の違い 

P249 深堀 正志（気象大）一酸化炭素（3-0）帯の半値半幅の温度依存性と中心波数の圧力シフト 



大会第3日 〔 5月20日（火）〕 11:30～12:30 ポスター・セッション 
［ キーワード：気候システム・物質循環システム・降水システム・ 
相互作用・大気力学・熱帯大気・大気放射・中高緯度大気 他 ］ 

P301 山内 洋（気象研）Ｘバンドレーダーで捉えた人工降雪シーディングの効果 

P302 折笠 成宏（気象研）航空機による山岳性降雪雲の直接観測（その２）―雲の相からみた統計的特徴

― 

P303 橋本 明弘（気象研）融解層雲に関する基礎的数値実験 

P304 三隅 良平（防災科研）多次元ビン法雲物理モデルの簡略化の検討－力学モデルへの導入に向けて－ 

P305 三井 達也（東大気候システム）全球雲解像モデルを用いた水雲の放射強制力の雲微物理依存性 

P306 千喜良 稔（FRCGC）エントレインメント率が環境場に依存する積雲対流スキームの開発 その１：

定式化と基本的な性質 

P307 大垣内 るみ（FRCGC/JAMSTEC）完新世中期・現在気候シミュレーションにおけるアジアモンスー

ンと現在気候シミュレーションの海面水温バイアスの相関 

P308 岩崎 博之（群馬大教育）GSMaP降水量とJCDAS地上気温を用いたモンゴルのNDVI分布の1ヶ月前予

測の可能性 

P309 大橋 正宏（筑波大院生命環境）地球温暖化予測モデルに見られる北極振動の解析的研究 

P310 池田 正樹（筑波大院生命環境）異常気象をもたらすブロッキングと北極振動の関係 

P311 小池 崇子（鳥大乾地研）モンゴルにおける寒冬・暖冬下の多雪 

P312 猪上 淳（IORGC）2007年の夏季海氷減少の実態についてー貨物機から見た北極海ー 

P313 岩崎 杉紀（防大）キリバスにおけるに熱帯圏界面付近の雲の頻度分布 

P314 稲津 將（北大院理）南半球インド洋から伝播する定常波変動に関する解析 

P315 西 憲敬（京大院理）インド洋域における上部対流圏循環の鉛直微細構造 

P316 ヒダヤット ラハマット（東北大院理）Modulation of seasonal precipitation over Indonesia by the 
Madden-Julian Oscillation 

P317 野津 雅人（神戸大院自然）インドシナ半島内陸部における下部対流圏安定層の生成過程とその季節

変化 

P318 高橋 洋（FRCGC）2006/07冬季アジアモンスーン域マレーシアでの豪雨と北風サージ 

P319 田中 実（気象研）２０世紀における日本とアジア地域の夏の気温とアジアモンス－ン・太平洋高気

圧・ＰＤＯの関係 

P320 安中 さやか（東大気候システム）日本の冬季気温の経年変動とその大規模大気循環場との関係 

P321 高島 久洋（地球研）北ユーラシア域における雨量計ベース日降水量格子点データ作成 

P322 川本 温子（地球研）雨量計に基づいた高分解能グリッド日降水データの作成 

P323 荒川 理（気象研）グリッド降水量データセットにおける降水量と標高との関係 

P324 前田 裕子（九大院総理工）衛星データ同化SSTを用いた日本海域の冬季気象シミュレーション 

P325 古関 俊也（北大院地球環境）黒潮続流域における中規模SST偏差の総観規模擾乱への影響 

P326 佐々木 秀孝（気象研）地域気候モデル検証用降水データについて 

P327 釜堀 弘隆（気象庁気候情報）JRA-25に表現される地上気温と衛星導出植生分布との比較 

P328 筒井 純一（電中研）JRA-25長期再解析に見出される気温変動の特徴 

P329 石崎 紀子（気象研）JMA-NHMを用いた2002年7月の日本域における力学的ダウンスケーリングに伴

う不確実性の評価 

P330 遠藤 洋和（気象研）ヤマセに関連した大規模循環場の将来変化について 



P331 足立 恭将（気象研）CMIP3マルチモデルアンサンブル平均を利用した将来の海面水温・海氷分布の

推定 

P332 鈴木 広大（学芸大）金星大気放射における吸収係数の評価 

P333 朽木 勝幸（気象研）全天分光日射計による積雪物理量の推定 

P334 小林 拓（山梨大）黄砂の光学特性の測定およびその放射強制力への影響 

P335 三枝 信子（産総研）アジア陸域生態系における熱・水・二酸化炭素収支の広域評価に向けて－気象

の年々変動を利用した広域スケールでの生態系応答の検出とデータ公開－ 

P336 蒲生 稔（産総研）緯度落葉樹林帯の展葉・落葉・着葉時期の水平・経年変化 

P337 仲吉 信人（東工大）都市および森林の遮断蒸発特性の違い 

P338 鈴木 攻祐（防衛大地球海洋）ヘリコプター観測によるＳＰＭの鉛直分布 

P339 松枝 秀和（気象研）定期航空機によるフラスコサンプリングで観測された一酸化炭素濃度の変動 

P340 猪股 弥生（気象研）富士山頂で観測されたラドンの濃度変動と大気循環場との関係―MASINGARに
よる解析― 

P341 池上 雅明（気象庁環境気象）気象庁二酸化炭素輸送モデル（CDTM）とJAL観測データの比較 

P342 大山 博史（神戸大院自然）つくば高分解能FTSによるCO2カラム平均濃度の変動観測 

P343 佐藤 友徳（東大気候システム）地球温暖化による黄砂発生ポテンシャル変化の検証 

P344 向井 真木子（東大気候システム）数値モデルを用いた東アジアにおけるエアロゾルの季節変化とそ

の影響に関する解析 

P345 出牛 真（気象研）気象研究所全球化学気候モデルを用いた２００７年５月８日、９日の広域的な光

化学オキシダント汚染の再現実験 

P346 金久 博忠（気象大）流れを横切って伝播するロスビ－波の解析解 

P347 藤原 冬樹（筑波大院生命環境）偏西風ジェット気流と傾圧不安定波動の相互作用の研究 

P348 小玉 知央（東北大院理）水惑星条件における傾圧不安定波動に対するSST上昇の影響（2） 

P349 間瀬 博文 雷が発生する仕組みと積乱雲中の遊離電子加速機構 



大会第4日 〔 5月21日（水）〕 11:30～12:30 ポスター・セッション 
［ キーワード：気候システム・物質循環システム・降水システム・ 
相互作用・大気力学・熱帯大気・大気放射・中高緯度大気 他 ］ 

P401 高橋 一之（首都大都市環境）夏季における東京都区部の風系とヒートアイランド現象との関係（第

１報）―海陸風と気温分布との関係の統計的解析― 

P402 須賀 マウロ（東工大院理工）WRF を用いた，人工排熱・水蒸気，及び都市キャノピー構造が関東領

域の海陸風系，境界層高度，混合比に及ぼす影響に対する検討 

P403 井口 享道（東大気候システム）レーダーライダー観測とビン法雲物理を組み込んだ気象庁非静力学

モデル計算による雲の鉛直微物理構造の比較 

P404 笹重 和史（阪大院工）衛星搭載マイクロ波及び赤外放射計データを利用した全球降水マップ

（GSMaP_MVK）の地上雨量算出に向けたアルゴリズムの改良の検討 

P405 篠田 太郎（名大地球水循環）降水システムの盛衰に対応した雲物理量の確率密度分布の変化 ～雲解

像モデルの結果を用いた解析 ～ 

P406 安田 珠幾（気象研）20世紀後半における全球海面水位トレンドの熱膨張成分 

P407 加藤 大樹（愛知教育大）QBOのENSO依存性に関する観測的研究 

P408 酒井 久美（富山大院理工）ENSOに伴う熱帯強制による冬季アジアモンスーンの遠隔応答 

P409 足立 幸穂（筑波大院生命環境）東アジアにおける地上低気圧の気候学的分布 -ERA40 Gaussian grid  

 データを用いた解析- 

P410 飯島 慈裕（IORGC）東シベリアにおける近年の永久凍土融解に関連した降水量変動 

P411 小濱 里沙（弘前大理工）北半球における季節積雪の早期化傾向について 

P412 平沢 尚彦（極地研）南極ドームふじ基地の冬季の降雪の鉛直分布 

P413 植松 明久（NICT）CloudSatと赤道大気レーダで観測された顕著な上昇流を持つ対流雲 

P414 村田 文絵（高知大理）チェラプンジにおける降水過程に関する研究（第4報） 

P415 谷田貝 亜紀代（地球研）中近東地域の降水・水循環変動の解析 

P416 田畑 悦和（京大生存研）ウィンドプロファイラー観測に基づくインドネシア海洋大陸域における日

変化特性 

P417 赤坂 郁美（首都大都市環境）フィリピンにおける夏季雨季入りのタイミングと下層循環場及び海面

水温分布との関連 

P418 伍井 稔（国土環境）ボリビア・東部平原におけるエル・ニーニョ／ラ・ニーニャ現象の気候学的影

響 

P419 関 隆則（気象予報士会）MT法による霜・結氷予報の検討 

P420 永田 玲奈（首都大）北太平洋高気圧の長期変動と日本の気温・降水量との関係 

P421 石原 幸司（気象研）都道府県別に適用した地域頻度解析によるアメダス地点の確率降水量 

P422 酢谷 真巳（気象大）アメダスデータを用いた気温の再現期待値推定 

P423 若月 泰孝（FRCGC）統計的ダウンスケーリングによる極値降水変化率推定のための降水PDF評価法

の検討 

P424 上田 亜実（九大院総理工）日本海SST微細構造が極東縁辺海域の気象に及ぼす影響について 

P425 阿部 伶美（富山大理）日本周辺海域の海面熱フラックスの変動と海面水温変動との関連について 

P426 仲江川 敏之（気象研）JRA-25で解析された陸面水文過程の再現性 

P427 千葉 長（気象研）気圧の季節変化について 

P428 村崎 万代（気象研）JRA-25の20kmダウンスケーリングデータによる冬期の日降水量の年々変動 



P429 飯塚 聡（防災科研）地域気候モデルで再現される海上風の検証 

P430 大楽 浩司（防災科研）20km地域気候モデルによる力学的ダウンスケーリングの研究 

P431 坂井 大作（九大院理）温暖化に伴う地上気温の年々変動の長期変化とその要因 

P432 内山 明博（気象研）Integrating Nephelometerの改造 

P433 奥 勇一郎（京大防災研）MTSAT-1Rでみた雲粒有効半径の日変化 

P434 工藤 玲（気象研）地上放射観測から推定したエアロゾル光学特性と地上放射強制力 

P435 尾身 洋（都立大理）Terra/MODIS を用いた北方常緑針葉樹林における各種衛星指標の変化 ～森林の

生育開始時期に着目して～ 

P436 中田 淳子（岐阜大・流域圏）群落微気候モデルを用いた高山落葉広葉樹林サイトTKYにおける二酸

化炭素収支の推定 

P437 北 和之（茨城大理）PASSを用いた東京における黒色炭素エアロゾルの観測 

P438 和田 晃（気象大）高精度ラドン計による南鳥島での大気中ラドンの連続観測 

P439 渡辺 幸一（富山県立大短大部）立山における微量気体成分、エアロゾル粒子および霧水・降水化学

の観測（Ⅱ） 

P440 丹羽 洋介（東大気候システム）正20面体準一様格子モデルNICAMにおける空気密度と整合性のある

トレーサ移流スキーム ― CO2輸送実験への有用性の評価 ― 

P441 小田 知宏（阪大院工）フラックス観測を用いた地域スケールCO2ソース・シンク推定法の性能評価 

P442 高瀬 健太郎（名大院環境）日本付近のCO 濃度変動と長距離輸送の解析 

P443 江口 健太（九大院総理工）太平洋を横断するアジア起源ダストの３次元構造の解析 

P444 原 由香里（環境研）衛星搭載ライダーCALIOP，NIES地上ライダー，ダスト輸送モデルによって示

された2007年5月のダストの3次元輸送構造 

P445 五十嵐 康人（気象研）2007年春季に観測された個別降水中の人工放射能：風送ダストによる輸送 

P446 金久 博忠（気象大）波打つ平均流の場合のPotential運動量 

P447 山崎 哲（九大院理）ブロッキングの持続機構に関する事例研究 

P448 荒木 健太郎（気象大）Eady modelにおける共鳴波とβ項の影響 

P449 山本 博基（京大院理）球面軸対称循環に関するパラメータスイープ実験：ハドレー循環とスーパー

ローテーション 
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